
時
評

学
生
短
歌
会
の
こ
と

　

書
肆
侃
侃
房
の
短
歌
誌
「
ね
む
ら
な
い
樹
」
５
号
で
は
、
学
生
短
歌
会
の

特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
。
私
も
同
志
社
大
学
に
短
歌
会
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
短
歌
を
始
め
た
。
現
在
も
一
応
学
生
短
歌
会
の
人
間
で
あ
る
。

　

各
大
学
の
短
歌
サ
ー
ク
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
る
が
、
大
抵
は
消
長

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
世
代
ご
と
に
断
絶
が
あ
る
所
も
少
な
く
な
い
。
歴
史
の

長
い
早
稲
田
大
学
短
歌
会
の
初
発
は
、
窪
田
空
穂
の
講
義
後
に
集
ま
っ
た
学
生

有
志
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
歌
会
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
の
こ
と
。
歌
会
は
雑

誌「
槻
の
木
」を
発
行
。
や
が
て
学
生
の
歌
会
か
ら
結
社「
槻
の
木
」へ
と
な
り
、

二
〇
十
五
年
ま
で
続
く
。
戦
後
、
こ
の
系
譜
を
引
く
篠
弘
や
来
嶋
靖
生
ら
が
在

学
中
に
早
稲
田
短
歌
会
を
立
ち
上
げ
た
が
、
結
成
を
一
九
八
六
年
と
す
る
現
在

の
早
稲
田
短
歌
会
と
は
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
よ
う
だ
。

　

大
学
の
枠
を
こ
え
た
「
学
生
短
歌
会
」
の
よ
う
な
つ
な
が
り
も
、
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
佐
佐
木
幸
綱
は
早
稲
田
大
学
在
学
中
に

國
學
院
の
岸
上
大
作
ら
と
大
学
歌
人
会
を
再
興
し
て
い
る
（
一
九
六
〇
年
）。

六
〇
年
代
は
学
生
運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
歌
壇
に
お
い
て
も
学
生
が
活

躍
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　
『
佐
佐
木
幸
綱
の
世
界
11
同
時
代
歌
人
論
Ⅱ
』
に
は
、「
学
生
短
歌
の
不
振
」

と
題
さ
れ
た
時
評
が
載
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
は
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
の

影
響
で
若
い
世
代
の
作
者
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
大
学
の
短
歌
会
で
は
な

く
、
結
社
に
入
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
世
代
の
学
生
歌
人
と
し
て
、
京
大

短
歌
の
吉
川
宏
志
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
、
大
学
の
短
歌
会
が
全
国
で
次
々
に
発
足
し
始
め

た
の
は
、
二
〇
十
四
年
前
後
。
実
は
、
全
国
的
に
（
政
治
的
な
）
学
生
団
体

が
創
設
さ
れ
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

SEALs

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
も
大
学
の
垣
根
を
こ
え
て
学
生
が
集
い
、

「
若
者
」
と
し
て
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
集
ま
り
が
で
き
た
。
六
〇
年

代
と
通
じ
る
所
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

年
に
二
回
、
京
都
と
東
京
で
一
緒
に
合
宿
を
行
う
ゆ
る
い
つ
な
が
り
が
、

「
学
生
短
歌
会
」
と
い
う
よ
う
な
全
国
的
な
組
織
意
識
へ
と
変
容
す
る
の
は
、

ち
ょ
う
ど
二
〇
十
五
年
の
角
川
主
催
「
第
一
回
大
学
短
歌
バ
ト
ル
」
以
降
で

あ
ろ
う
。
企
画
当
初
、
運
営
側
と
学
生
間
で
の
意
思
疎
通
が
必
ず
し
も
上
手

く
い
っ
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
学
生
側
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
示
す
形
で
、「
学

生
短
歌
会
」
と
い
う
集
団
が
う
ま
れ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
意
識
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
組
織
は
現
在
存
在
し
な
い
。

　

二
〇
二
〇
年
は
、
二
〇
十
五
年
前
後
に
学
生
短
歌
会
に
い
た
歌
人
の
第
一

歌
集
出
版
が
相
次
い
で
い
る
。
昨
年
刊
行
だ
が
山
階
基
『
風
に
あ
た
る
』、

阿
波
野
巧
也
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
』、鈴
木
ち
は
ね
『
予
言
』、榊
原
紘
『
悪

友
』
で
あ
る
。
鈴
木
、
榊
原
の
両
書
は
第
二
回
笹
井
宏
之
賞
大
賞
受
賞
に
よ

る
刊
行
。
阿
波
野
歌
集
は
、
独
自
の
韻
律
を
た
た
え
た
歌
に
加
え
て
、
斉
藤

斎
藤
に
よ
る
現
代
短
歌
論
と
言
う
べ
き
解
説
が
付
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

　

サ
ー
ク
ル
は
、
四
年
で
世
代
交
代
を
す
る
。
短
歌
会
初
期
メ
ン
バ
ー
の
卒

業
と
と
も
に
、
二
〇
十
五
年
と
現
在
で
は
や
は
り
毛
色
が
こ
と
な
っ
て
い
よ

う
。
高
校
以
前
か
ら
作
歌
を
始
め
短
歌
甲
子
園
に
出
場
し
、
学
生
短
歌
会
で

活
躍
す
る
歌
人
も
増
え
て
い
る
。
学
生
短
歌
会
と
短
歌
甲
子
園
と
が
ど
う
繋

が
っ
て
い
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。

御
手
洗
靖
大
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